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◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

０
８

月
０

９
日
( 日

)  
晴
時

々
曇
 

◇
参

加
者
；
玉

岡
憲

明
、
沖

崎
吉

信
、
川

島
 

功
、
橋

本
 

梓
、
畑

林
清

子
、

木
下

嘉
彦

、
斉

藤
基

樹
・

Ｎ
Ｈ

Ｋ
和

歌
山

テ
レ

ビ
記

者
。
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沖
﨑

車
( 玉

岡
・

橋
本

・
畑

林
) 、

木
下

棟
梁

車
、

川
島

車
( 橋

本
氏

乗
換
)

が
山

路
・

サ
ー

ク
ル

Ｋ
で

合
流

し
、

北
山

村
で

前
泊

の
斉

藤
記

者
と

池
原

ス

ポ
ー

ツ
公

園
で

合
流

。
斎

藤
記

者
は

、
玉

岡
さ

ん
同

乗
の

沖
﨑

車
に

乗
換

。
 

持
経

宿
に

到
着

後
、

斉
藤

記
者

は
改

築
後

の
持

経
宿

撮
影

と
玉

岡
前

代
表

等
か

ら
取

材
。
 

仮
薪

置
場

か
ら

新
規

薪
小

屋
へ

の
薪

運
び

は
、

木
下

棟
梁

・
斉

藤
記

者
も

手
伝

っ
て

頂
き

運
ぶ

。
棚

に
入

り
切

ら
ず

、
持

経
宿

階
下

と
薪

小
屋

通
路

部

に
も

置
き

、
何

と
か

仮
薪

置
場

か
ら

全
て

薪
を

移
し

終
え

、
沖

﨑
氏

差
入

れ

の
冷

え
た

ハ
ウ

ス
ミ

カ
ン

で
休

憩
。
 

休
憩

後
、
沖

﨑
氏

は
持

帰
り

処
分

す
る

ベ
ニ

ヤ
板

を
小

片
に

し
て
; 袋

詰
め

。
 

 
 

 
 

 
昼

食
懇

談
中
 

橋
本

・
川

島
は

、
三

叉
路

の
２

ヵ
所

の
廃

材
置

場
の

廃
材

を
道

路
端

よ
り

約
５

ｍ
下

の
生

木
桧

を
支

え
に

し
て

廃
材

土
台

を
置

き
、
廃

材
を

積
替

え
る

。

廃
材

を
積

終
え

た
１

２
時

前
に

持
経

宿
に

戻
り

昼
食

。
 

昼
食

後
、

木
下

棟
梁

か
ら

色
々

と
ア

ド
バ

イ
ス

を
頂

き
、

網
戸

設
置

の
計

測
を

さ
れ

、
前

鬼
・

小
仲

坊
の

お
堂

補
修

工
事

準
備

の
た

め
下

山
。
 

廃
材

置
場

に
廃

ト
タ

ン
を

被
せ

廃
材

置
場

完
了

。
廃

ト
タ

ン
は

、
道

路
端

２
箇

所
に

仮
置

き
し

、
児

嶋
さ

ん
が

仮
薪

置
場

の
単

管
パ

イ
プ

持
帰

り
時

に
、

一
緒

に
積

込
み

持
帰

り
処

分
し

た
い

。
 

こ
の

間
に

、
便

槽
の

汲
み

出
し

が
行

わ
れ

た
。

川
島

は
お

堂
の

前
側

軒
天

井
に

目
隠

し
の

化
粧

材
を
打
付
け

。
橋

本
氏

は
、

ス
テ

ン
レ

ス
雨
水

槽
の
排

出
口
モ

ル
タ

ル
を
石
ノ

ミ
で

は
つ

り
、
径

７
０
㎜

の
塩

ビ
パ

イ
プ

を
差

し
込

み
モ

ル
タ

ル
で
固

め
た

。
こ

れ
で
次

回
排
水

バ
イ

プ
を
連
結

さ
せ

、
雨
水

槽

に
雨
水

を
貯

め
る

事
が

出
来

る
。
 

 
本

日
午

後
の

作
業

者
 

作
業

者
全
員

の
写
真

を
撮

り
下

山
の
為

、
川

島
車
Ｕ

タ
ー

ン
す

る
と
左

後

輪
パ

ン
ク

し
て

い
た

。
ス
ペ

ア
タ

イ
ヤ

に
交

換
し

、
細
心

の
注
意

を
払

い
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

戻
り

、
斉

藤
記

者
と
別

れ
る

。
沖

﨑
車

は
川

島
車

の
後

続
か

ら
見
守

っ
て

い
た
だ

き
無

事
帰
宅

し
た

。
 

尚
、

テ
レ

ビ
放
映

は
、

お
盆
過
ぎ
頃

と
の

事
。
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